
日　時：平成23年　9月28日(水）

児　童：男子5名　女子4名　計9名

指導者：すこやかｻﾎﾟｰﾄ　大森　ひろみ　

１　単元名　　　比べ方を考えよう（１）　（東京書籍　５年上）

２　単元について

　（１）教材について

　　　　本単元で扱う単位量当たりの大きさは、学習指導要領には以下のように位置づけられている。

　　　第５学年　　Ｂ量と測定

　　　 (３)  量の大きさの測定値について理解できるようにする。

　　　　ア　測定値の平均について知ること。

　　　（４）　異種の二つの量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を理解

　　　　　　できるようにする。

　　　　ア　単位量当たりの大きさについて知ること・

　　　 　 測定について、対象の大きさや測る目的によって適当な計器や単位を選ぶこと、目盛りの

　　　　読み、測定値の表し方などの基本的な事柄は、第4学年までに指導してきている。第5学年で

　　　　は、測定した結果について、平均を用いて、それを妥当な数値として示すことができるよう

　　　　にすることをねらいとしている。

       　 またこれまでに指導した量のほかに、異種の二つの割合としてとらえられる数量があり、

　　　　 この数量を比べるときに、３つ以上のものを比べたり、いつでも比べられるようにしたり

　　　　するためには、単位量当たりの大きさを用いて比べるとより能率的に比べられることを理解

　 　　 し、単位量当たりの大きさを用いて比べることができるようにすることをねらいとしている。

   (２) 児童の実態

         ５年生は、算数科の学習に対して意欲的に取り組み、発言も積極的な児童が多い。また、

　　　　友だちの発表に反応できるようにもなってきている。しかし、考えがまとまらず自分の考え

　　　　をうまく表現できずにいる児童や作業に時間がかかる児童もいるため、個別の支援をしてい

　　　　く必要がある。

　　　　　レディネステスト結果　　(9名中の正解者)

①１冊あたりの値段を計算で求められるか。 名

②「１Ｌあたり」と「１㎡あたり」のように、単位にする量を変えて、 名

　除法の立式をして解決できるか。

　(未習問題)

③平均を求めることができるか。 名

④単位量あたりの考えを用いて、混み具合を比べることができるか。 名

                     第５学年　算数科学習指導案



 この結果から、既習内容についてはほぼ定着しているといえる。しかし、問題の把握が

不十分なため、単純な間違いをする児童もまだ数名いる。問題を十分に理解し、答えの

予想をたてるなどの指導を徹底していく必要がある。

 　（ 3 )指導にあたって

　　　　　 本単元の指導にあたっては、まず、表から個々の数量を読み取る中で、最大値・最小値

　　　　　に着目させる。そして、それらの値の間にならした量があるという答えの見通しをもたせ

　　　　　せるとともに、多い方から少ない方へという量のやり取りによって解決できるであろうと

　　　　　いう方法の見通しをもたせたい。

　　　　　　その後、計算による平均の求め方を考えることで、操作ではならしにくい液量にも適用

　　　　　できるという、計算で平均を求めるよさに気づかせる。

　　　　　　第２小単元では、単位量当たりの量や数を用いて身近な事象の比較を行う。

　　　　　教科書では、うさぎ小屋の混み具合を比べる際、公倍数の考えや単位面積に対するうさぎ

　　　　　の数に対する面積によって比べる。まずは、既習を用いて解決できることを大切にし、そ

　　　　　の上で、さらに一歩進めて、多くの資料を一度に比較するなどして、単位量当たりの考え

　　　　　がより一般性の高い考えであるということを実感をもって身につけさせたい。

　　　　　　指導において、公倍数の考えを扱い、単位量当たりの考えと対比することにより、単位

　　　　　量当たりの考えのよさをよく理解できるようにさせたい。

３　単元指導計画

　（１）単元の目標

　　　　◆平均の意味を理解し、それを用いることができる。

　　　　◆異種の２量の割合としてとらえられる数量について、比べることの意味や比べ方、表し方

　　　　　を理解し、それを用いることができる。

　　　【関心・意欲・態度】　　　　　

　　　　●平均で比べることのよさに気づき、生活や学習に生かそうとする。

　　　　●単位量当たりの大きさを用いると、異種の２量の割合としてとらえられる数量を数値化し

　　　　　て表せたり能率的に比べられたりすることのよさに気づき、生活や学習に生かそうとする。

　　　【数学的な考え方】

　　　　●身の回りにある事柄について、妥当な測定値を求めるために平均を用いることを考えてい

      　　る。

　　　　●異種の２つの量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方や表し方を考えてい

　　　　　る。

　　　【技能】

　　　　●平均を計算で求めることができる。

　　　　●異種の２量の割合としてとらえられる数量を単位量当たりの大きさを用いて比べることが

　　　　　できる。

　　　　●平均の意味や求め方について理解する。



　　　　●異種の２量の割合としてとらえられる数量を単位量当たりの大きさを用いて比べることの

　　　　意味や比べ方について理解する。

   ( 2 )本単元の関連と発展

　





４　本時の指導計画

　（１）目標

　　　　　面積、匹数が異なる場合の混み具合の比べ方を理解し、比べることができる。

　（２）研究にかかわって

　　　①既習事項の活用

　　　　　２つの異なる量を比べるときは、「一方をそろえて比べる」という考え方で公倍数を

　　　　用いて解決する方法と、既習の１㎡当たり、１匹当たりの大きさの問題が使えることを

　　　　掲示から想起させる。

　　　②学び合いのある授業の工夫

　　　　　混み具合を比べるには「どちらかをそろえれば比べられる」ことをとらえさせ、一方

　　　　をそろえる考え方をそれぞれ発表させる。

　　　　　また、資料の数が増えたときは、どの考え方が早く、簡単に、正確に求められるかを

　　　　考え、発表し合い、単位量当たりの大きさの考え方のよさに気がつくようにさせたい。





 (4) 板書計画




